腰椎麻酔で手術を受けられる　@PATIENTNAME　様へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富士市立中央病院手術室
　

	
	入室
	麻酔
	手術中
	終了～覚醒
	退室

	処置・治療
	・手術室に入りましたら、名前を確認しますので
ネームバンドを見せながら、お名前・血液型・生年月日・手術部位を言って下さい。

・必要に応じて衣類を取ることがありますが、掛け物が用意されていますので安心して下さい。

· 部屋は暖めてありますが寒い時には声をかけてください。

・心電図のシールを胸に３枚貼ります。血圧計を巻きます。酸素モニターを指先につけます。

・鼻に酸素が流れるチューブをつけます。
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	【腰椎麻酔】
（下半身の麻酔です）

①横向きになり、膝を抱えて丸くなります。

②背中の消毒をします。

③痛み止めの注射をします。

④針を刺し、麻酔の薬を入れます。

⑤しばらくすると麻酔の効果で下半身が温かくなり、しびれてきます。

⑥麻酔が終わったら介助で仰向けになります。

⑦麻酔の影響で排尿の感覚が分からなくなるので、尿の管を入れます。
· 危険ですので、動かないようにご協力ください。必ず看護師がそばに付き添います。
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	· 痛みがある場合は教えて下さい。
· 手術中は室温が低くなりますが温かい掛け物をかけます。
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	・手術が終わる前に室温は温かくなります。
・点滴・尿の管は入ったままです。尿は尿の管から自然に排出されます。
	・病棟に帰ります。
・心電図・血圧計・酸素モニターをはずします。
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	点滴
	・病棟から行っている点滴をそのまま使用します。
　点滴を行っていない場合は点滴をします。
	・場合によっては、痛み止めの薬や眠れる薬を使用することがあります。
	
	
	

	食事
	・水を飲んだりすることは出来ません。
	
	
	
	

	清潔
	
	・背中の消毒を拭き取ります。
	
	・消毒を拭き取ります。
・皮膚の観察をします。
	

	安静
	
	・手術に必要な体位を取ります。看護師がお手伝いします。
	・危険防止・転落防止の為に手・足・体など固定します。
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	・病棟のベッドに移動します。
☆自動の台で移動しますので、動かないで下さい。

	説明・指導
	・声を掛けながら処置を行いますので、不明な事や心配事がありましたら、どんな事でもお聞き下さい。看護師がそばにいます。
	・手術中は意識がありますので、何かありましたら声を掛けて下さい。
・手術後に頭痛や気分が悪くなることがありますので、なるべく頭を動かさないようにして下さい。
	
	
	


　　　　
